
日 時 ： 令和６年１０月１４日(月祝) １３：３０～１６：００

会 場 ： 三重県庁 講堂（津市広明町１３番地）

申 込 期 限 : 令和6年10月４日（金）まで ※申込は裏面参照

三重県 不妊相談・治療支援事業
令和６年度不妊・不育症に関する講演会＆交流会

大切な方との死別により、人は悲しみという感情だけでなく、様々な心と体の
変化を経験します。この情緒的反応を悲嘆（グリーフ）と呼びます。
不妊・不育症の治療では、赤ちゃんをのぞみながらも流産・死産を経験される方も
多く、その治療過程にはいろいろなカタチのグリーフが存在します。
ご家族が適切な治療などの支援につながるためには、その心理・感情を理解し
受け止めるサポートの提供が必要です。本講演では不妊・不育症治療における
グリーフに注目し、その支援の可能性を学びます。

第２部 交流会
(14:30～16:00)

周産期の流産・死産でちいさなお子さまを

なくした方、ご家族などの当事者、または

医療・福祉の現場でこのような遺族支援に

関わる方向けの交流会

※講演会のみ、交流会のみの
参加もOKです
※お子様の同伴はご遠慮ください

第１部 講演会

(13:30～14:30)

講師 ： グリサポくわな 代表
走井山善西寺 住職

矢田 俊量 氏

三重県不妊専門相談センター
不妊専門相談員

グリサポくわなスタッフ

大瀬 康子 氏

周産期グリーフケア講演会
～不妊・不育症治療におけるグリーフケアの必要性について～

申込・お問い合わせ
三重県子ども・福祉部 子どもの育ち支援課 母子保健班
TEL：059-224-2248 FAX：059-224-2270
MAIL：sodachi@pref.mie.lg.jp



周産期グリーフケア講演会 参加申込書

【申込期限 令和６年10月４日(金)まで※】
参加無料・会場開催

申込方法

①WEB申し込み
右の二次元コード又は下記のURLにて、必要事項を入力してお申し込みください。
https://logoform.jp/form/8vMX/610215

②FAX申し込み
本チラシ下欄に必要事項をご記入のうえ、FAXにてお申し込みください。

FAX：059-224-2270

・録画、録音、撮影及び資料の２次利用、詳細内容のSNSへの投稿は固くお断りします。
・当日、発熱・咳・咽頭痛があるなど、体調がすぐれない方は、参加を控えていただくようお願いします。
・台風や大雨等の悪天候によって、安全のため開催を中止する場合があります。
中止の場合は、県のHPに掲載いたしますので、URLをご参照ください。
https://www.pref.mie.lg.jp/D1KODOMO/000117793.htm

⚠必ずご確認ください。注意事項

※申込書に記入いただいた個人情報については、講演会に関する連絡等に
使用するものです。目的以外に使用、第三者に提供することはありません。

お名前

ご所属
（医療、行政関係者等の場合）

お電話番号
※急遽中止する場合など、事務局からご連絡する場合があります。

メールアドレス
※急遽中止する場合など、事務局からご連絡する場合があります。

参加内容（いずれかに○） 講演会と交流会 ・ 講演会のみ ・ 交流会のみ

参加予定人数 人 （複数人でご参加の場合ご記入ください）

質問事項等
※講師への質問などがありましたらご記入ください。

手話通訳のご希望 希望します ・ 希望しません
※未記入は、希望なしとさせていただきます。希望の方は9/30までにご連絡ください。

三重県子ども・福祉部 子どもの育ち支援課 髙田あて

※期限を過ぎてからのお申し込みは、残席状況を確認しますので、お電話でご相談ください

講師紹介：グリサポくわな 代表 矢田俊量氏

1963年桑名市生まれ。名古屋大学大学院理学研究科修了。理学博士。
生命科学の研究者が尊いご仏縁により僧侶に転身。向きあう対象は
「生命」から「いのち」へ。専門はグリーフサポート。浄土真宗本
願寺派走井山善西寺第15世住職・グリサポくわな※代表

※グリサポくわな
周産期に流産・死産・新生児死亡などによりお子さまを亡くされた
当事者によるわかちあいの会を運営。さらに周産期で亡くなられた
ちいさなお子さまのためのベビードレス「おくるみ」を当事者で製
作し、病院等に無料配布して病院・行政と連携し周産期のグリーフ
サポートを広めています。

（手話通訳をご希望の方は、9月30日までにご連絡ください）

まいてら／善西寺

善西寺通信

https://logoform.jp/form/8vMX/610215

